
地震同教の日愛化に就てが

篠 原 茂

地震同教の日愛佑に就て著者は先に閣官先生の御指導のもとに関東地方比裂

した小規模地震に就て一日中に於ける地震同教の分布を園示した。

本報文は関東地方に於て行ったと同様左手段に依て地震の頻設する和歌山地

方及び九州地方〈其の近海をもふくむ〉に設現した無感莞地震に就て昭和 2年

より昭和8年に至る 7箇年聞に豆って気象要覧から共等地震同教を数へ合計し

たものが夫々第1表第2表であるO

第 1表 和歌山地方に於ける無J感畳地震同数

〉と|悶|醐 1929.11930 11931 11932 11933.1令計

。~1 14: 9 10. 8 27 22 27 117 

1-2 12 8 10. 官 9 22 16 30. 10.7 

2-3 11 15 8 19 12 18 25 10.8 ' 

3-4 22 13 23 11 14 15 <25 123 

4---.5 9 .'1， 6: 12 14. 13 12 23 89 

-5-6 6 9 _5 ・ 8 18 8 24 78 

6-7 9 4 4 4 14 6 18 59 

7-8 9 6 2 6 9 10. 20. 62 

8--:-9 7 、5 6. 9. |、 9 9 25 70.今

9---:10. 町。
9 8- 5官‘ 10. 6 26 . 64 

10-11 7 、 4 5 7 13 9 32 77 

11-12 9 6 7 11 24 4 38 99 

12-13 10. 13 8 15 16 14 36 112-

13-14 10. 20. 17 7 16 10. 41 121 

14-15 12 11 . 14 12 ]2 6 17 84 

15-16 13 13 6 17 14 10. 20. 93 

16-17 7 8 15 12 1L 14 21 88 
. 

17-18 8 10. 10. ，11 16 6 26 87 

]8-19 7 9 2 9 15 ， 日 5 26 73 

'.19-20. 10. 12 .5， 12 ]2 6 20. 77 
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第 2表九州地方に於ける無感畳地震回数

云空---....1 1927. I 1928 11929 I 1930 1 1931 1 1932 I 1933 I合計

0-1 35 15 14 24 16 7 21 132 

1-2 26 19 19 16 12 17 9' 118 

2~ 3 24 14 12 23 18 9 9 109 

3-4 22 8 18 23 24 13 19 127 

4-5 26 8 ， 12 23 13 7 15 104 

5----，'6 11 13 8 21 12 12 8 85 

事 6~ ，7 17 10 17 15 10 9 13 91 
， 

7-8 20 8 11 10 12 10 5 76 

8~ 9 21 6 17 9 12 7 5 77 

9-10 13・ 14 16 10 14 9 10 86 

10-11 34 16 11 14 12 14 12 113 

机 11-12 33 19 21 19 14 7 21 134 

12-13 1， 41 15 20 22 18 8 15 139 

13-14 58 11 9 22 19 、11 24〆 154 

14-15 70 ]2 23 16 17 12 16 166 

15-16 39 11 30 13 14 20 13 140 

16-17 41 12 15 18 15 13 11 125 

17-18 40 19 19 34 20 24 22 178 

18-19 26 14 15 25 11 9 ]9 119 

19-20 31 .7， 19 15 11 11 20 114 

20-21 38 13 11 30 7 11 17 127 

21-22 36 12 Ll 16 13 10 22 120 

22-23 27 19 30 29 21 18 2ミ3 167 

23-24 32 12 24 25 18 9 28 148 

合 計 r ~61 I 307 1ι|  ;7~ ， ' J ' ~531" ， ~77;，J ， 377 1 2，則
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第 1表は和歌山燃の紀伊J1¥， 

有田川及日高川の各河川に沿ふ

て頻登する極めて局昔~的のもの

であり共れに和歌浦湾y 紀淡海

峡等に生宇るものを集めたもの

である。第2表は主として千々

石湾温泉岳，日向灘及び熊本y

大分，長崎の観測によるもので

あって，名瀬y 横嘗島屋久島等

のものはとれに除いてある。

共等に就てスムースした同教

を国示すると第1園の賓線の如

く夫々三地方に於て同一傾向の

頻度を示してゐるととが明瞭で

あるロ ~p ち 2 同の極大と 2 同

の極小とを持った4~日週期の頻

度愛化を示してゐるのが見られ

る。関東地方に於ては 14時に

九州地方に於いては 13，14時

に和歌山地方に於七は 12時に

夫々極大が表はれて居るe 共と

共に他の極大は三地方共に夜牛

頃に出現してゐるばかりでなく

極小の現はれる時刻も一致して

ゐるととが分る。

依て共の他の地方も関東地方

に於で得られた結果と同一の傾

| 向を表はしてゐる故に小規模地

震の誘因ほとれ叉同ーの源を有するものでなくてばならない。誘因を考察ず
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~前に共等地震回数頻度曲線を調和分析して見た。その結果は第 3 表及:てん第

4表で，共に依つ七得られたる 1臼週期， 1/2日週期，1/3自週期までの正弦曲

線は第 2闘に示す通りである。

f!pち各地方に於ける地震同数はヨたの式に依て輿へられる。

1(t)'=弓PO十Plcost+qlsint十P2cos2t+ q2sin幻+P3~os3t+q3Siri3t+ ~・~(1)

命 (1)式を正弦項のみの式に愛形1:れば

f(t) = Pa-lーαlsin(ωt+.A.1)十α2sin(2ωt+.A2)+αssin (3ωt十.A.3)+・・・・(2)

(2)式が得られ第 2固はとれ等を各地方について国示したものである。

第. 3 表 第 4 表

東方 州方 |盟事12吋|竜 州方

， Po 185.585 90.333 122.875 Al 88050' 52022' 02052' 

Pl -42.977 + 6.568 十 1.304 A2 46032'. 60049' 62027' 

P2 + 15.886 + 15.461 -15.955 
A3 83009' 42048' 22043' 

P3 + 7.368 + 2.172 - 1.619 

ql -. 0.870 -" 5.065 -25.966 
iα1 42.986 8.294 26.074 

qz + 15.052 + 8.635 + 8.324 α2 21.888 17.708 17.996 

q3 - 0.885 + 2.345 - 3.867 -α3 7.421 3.197 

斯の如ぐ調和分析によって得られた結果を表にすれば第 5表となる。

第 5 表

vvtと|閥東地方 九州地方

1び最日大期振間幅ρ最大時及 12(.413時〉 21(58) 時 17(.826時〉 ー

及1/2び日最週大期振の幅最日大時 1.6時 13.6時 1.0時.( 13.0時 0.9.時(12.9時
(22) 18) 18) 

1び/3最週大期振の幅最大時及 7~8時， 15.(87.時〉，23.8時 1.5時， 9.5時 17.5時 5.5時， 13(54〉時，21.5時
(3) 

第 5表及び、第 2国に見られる通り振幅の大なるものは主として 1日週期と

1/2週期であり其以下の週期のものは振幅が極めて小さくなってゐる。斯庭に

於て地震頻度の 1日中の餐佑は主として 1 日週期のものと 1β 日週期のもの

との合成である。
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l'日週期θもの L極大の設現する時刻は各地方ども異るが 1/2日週期のむの

ι於て各地方とも共通往左持つjてお石事に注目すべきである。この事責はIJ~規.

模地震の登現が同一誘因のもとに行はれてゐることを説明付けるに有力なもり・

であらう O

扱小規模地震として採用 Lた無感覚地震の設現が同ーの誘因のもとに行はれ

てゐる事責に依って関東地方について考rちたと同様に集堅愛化が一つの誘因で

・第'.6 '~表 i (1909-1917)ぺ 、あるとすれば各地方に於ても気堅

ヌ
紳> 戸

h=58.3m 

気700+毘 I 毎気盛時差の

1 '56.88.1 -0.10 

‘2 、 56.80 I -0.08 

3 '56.71 I -0.09 

4 56.68 I -0.03 

5 56.79 I +0.11 

6 56.96 十0.17

7 57.18‘ +0.22 

、8. 57.35 +0.17. 

9 57.44 +0.09 

10 57.40 -0.04 

11 57.17 -0.23 

12 56.75 -0.42 

13 56.35 -0.40 

14 56.08 -0.27 

15 55.98 -0.10 

16 56.00 +0.02 

17 56.11 +0.11 

18 56.33 +0.22 

19 56.59 +0.26 

20 56.85 +0.26・

21 57.06 +0.21 

22 57.11 十0.05

23 57.08 -0.03 

24 56.98 -0.10 

長崎
h=133.0m 

50.66 I -0.11 

50.56 I -0.10 

50.38 I -0.07 

50;41 I +0.03 

50.55 +0.14 

50.77 +・0.22

50.98二 -ト0.21，

51.13 +0.15 

'51.21 +0.08 

51.08 -0:13 

50.76 -0.32 

50;39 -0.37 

50.11 -0.28 

49.95 -0.16 

49.92 -0.03 

50.00 +0.08 

50.14 相 +0.14

50.36 +0.22 

50.60 +0.24・

50.80 +0.20 

50.89 +0.09 

50.87 -'-0;02 

50.77 -0.10 
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毎時の愛化~pち毎時の気摩差の愛

化と一致したければならない。期

日は異るが 190~ 年より 1917 年

に至る利I戸と長崎の平均気堅から

毎時の差をとり，気墜が上昇した

時を正に下降したる場合を負にと

っ1各地方の毎時地震同数分布に

夫ィ々 一割庭さ Lたものが第1固に於

むて鎖線で示じてある第 1固に示

されてある通り地震同数頻度曲線

，は気星雲愛化速度に平行してゐるの

が見られるであらう印ち朱墨の

下降ずる速さが大きければ地震同

数も多く上昇する速さが大きけれ

ば地震同教は齢いとと明瞭で、あら

う。

共故に小規模地震の設現に封し

ては寅際の気堅傾度にもよるであ

らうが，兎も角朱墨の下降速度の

大小が誘因のーっとして考へる事

白三出来るり然し叉低気摩が共の土

地を通過する時朱墨は下降するが



必しも地震が登生ずる誇ではないのを見ると，地殻の欣態が共の場合F 安定で

あるか叉は何物か他の篠件が作はねば登現を見る事がないのかである。

とれは極めて小規模な地震に就てで、あって破壊的の地震及び共れに件ふ前震

飴震について言へるかどうか分からない。

兎も角気堅愛化速度と地震設現との聞には或る相関々係がある事が推察され

得るものであると信歩、る O

移りに御指導を賜った川野三島支塞長に厚く御躍申述べます。

以上
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